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楽学祭は今年で12回を数えます。13年前にそれまで文化祭と呼ばれていた学校行事を

改革して、名称も公募で一新し、楽学祭となりました。 

改革前の文化祭は、物品の売り買いが幅を利かし、その物品さえ他所で買ってくるという

ような、まあ言ってみれば金儲けの場になり果てていました。もちろん、一部クラスや文化

部等の凝った企画や多人数で時間もかけた情熱あふれる企画もありましたが、それはむしろ

例外的でした。 

文化祭はそれまで一般公開はもとより、保護者公開すら成し得ていませんでした。生徒会

が公開したいと何度提案しても、学校側は許しませんでした。なぜなら、公開したところで

何をお見せするのだという、反駁（はんばく）しかなかったからです。 

私自身は、学校の良し悪しは文化祭と生徒会の活躍のレベルで決まるという思いをずっと

持っていて、文化祭をこのまま見過ごすことはできないという強い気持ちが頂点に達してい

ました。この年はちょうど六年制普通科1年生の学年主任をしていて、頼りになりそうな生

徒が目の前にたくさんいました。また、ユネスコスクール的な活動に誘（いざな）ううち、

少しずつ生徒たちのものの見方が変わりつつありました。 

その年の文化祭が終わってまもなく、私は学年の中で一番信頼でき、影響力も持った生徒

を呼んで聴きました。文化祭はこのままでいいと思うか？ すぐに、恥ずかしいと生徒は言

いました。それなら恥ずかしくないような、学外の人にも見せたくなるような文化祭に変え

ようじゃないか、と。 

生徒は生徒で、私は思いの通じる教員に話を持ち掛け、内々に改革に取り掛かりました。

ある程度構想を練ってから、校長に改革の検討を続けていいかとお願いし、許可を得て次の

ステップに進んでいきました。ここからは校内事情や運営の話になるので、割愛します。 

それでとにかく丸1年かかり、文化祭は楽学祭へと脱皮しました。多くのハードルがあり

ましたが、新しいことを始めるときには必ず付きまとうものです。生徒をその方向に導くこ

とは、理想を情熱を持って語れば、私はたやすいと思っています。難しいのは、理想と現実

のギャップを経験上よく知っている大人、つまり先生方です。 

楽学祭の一番の眼目は、生徒会の主導、生徒の自主的な運営と企画・立案・制作・創造に

よって準備を進め、実施開催すること。でした。それで、生徒会はまず生徒の実行委員会を、

教員は教員の実行委員会をそれぞれ立ち上げました。どんなふうに変わったかを説明するの

はかなり字数を要するので、このときの新聞の切り抜きをお見せします。 

 当時、新聞部も大活躍でしたが、生徒のエネルギッシュな想像力と創造力には舌を巻くし

かありませんでした。「あふれてくるもの」に触れて、この時ほど生徒の可能性と将来性に胸

を熱くしたことはありません。 
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